
鴎外全集刊行の記
永井荷風

青空文庫





　
森
先
生
著
述
の
全
集
十
八
卷
い
よ
〳
〵
印
に
付
せ
ら
れ
ん
と
す
。
そ
も
〳

〵
今
年
七
月
九
日
先
生
の
俄
に
簀
を
易
へ
ら
る
ゝ
や
、
之
を
哭
し
之
を
悼
し

む
者
、
心
竊
に
先
生
が
著
述
全
集
刊
行
の
擧
の
一
日
も
速
な
ら
む
こ
と
を
希

ひ
た
り
。
蓋
先
生
を
喪
ひ
た
る
文
壇
の
損
傷
を
補
ひ
、
又
聊
吾
人
痛
惜
の
情

を
慰
む
べ
き
も
の
、
今
や
纔
に
先
生
生
前
の
著
書
を
蒐
集
し
、
之
を
重
印
し

て
以
て
後
世
に
傳
へ
ん
と
す
る
の
外
他
に
道
な
き
を
以
て
な
り
。
然
り
と
雖

こ
の
事
固
よ
り
容
易
の
業
な
ら
ず
。
加
る
に
先
生
の
令
嗣
於
菟
君
の
恰
海
外

に
遊
學
せ
ら
る
ゝ
あ
り
。
後
事
は
都
て
同
君
歸
朝
の
日
を
待
た
ざ
る
べ
か
ら

ざ
る
が
故
に
、
全
集
刊
行
の
こ
と
は
輕
々
し
く
之
を
口
に
す
る
も
の
は
あ
ら

ざ
り
き
。
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七
月
十
二
日
先
生
の
柩
は
谷
中
墓
地
齋
場
よ
り
向
嶋
弘
福
寺
の
塋
域
に
移

さ
れ
た
り
。
越
え
て
七
月
十
六
日
森
家
に
て
は
葬
儀
の
折
立
働
き
た
る
人
々

を
、
上
野
精
養
軒
に
招
ぎ
て
、
厚
く
當
日
の
勞
に
酬
ひ
ら
れ
け
り
。
そ
の
折

に
も
全
集
刊
行
の
事
は
未
話
題
に
上
ら
ず
、
唯
與
謝
野
君
の
わ
れ
に
向
ひ
て
、

吾
等
は
先
生
の
尺
牘
雜
筆
な
ど
散
佚
の
虞
あ
る
も
の
を
、
今
よ
り
心
し
て
集

め
置
く
べ
し
と
語
ら
れ
た
る
こ
と
あ
り
し
の
み
。
上
野
公
園
は
そ
の
夜
博
覽

會
花
火
の
催
に
て
雜
遝
し
ゐ
た
り
。
吾
等
は
こ
の
雜
遝
を
よ
そ
に
し
て
、
賀

古
先
生
が
む
か
し
が
た
り
に
亡
き
森
先
生
が
壯
時
洋
行
中
の
逸
事
よ
り
、
又

そ
が
初
め
て
の
小
説
う
た
か
た
の
記
の
由
來
な
ぞ
聞
知
る
に
つ
け
て
、
更
に

哀
悼
の
思
を
新
に
し
た
り
き
。

　
八
月
と
な
り
て
殘
暑
は
日
に
日
に
甚
し
く
、
わ
れ
は
常
の
ご
と
く
家
に
の
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み
引
籠
り
て
人
に
逢
ふ
事
も
稀
な
り
し
か
ば
、
庭
樹
に
鳴
く
蝉
の
聲
よ
り
外

何
事
も
き
か
ず
、
い
つ
か
九
月
を
迎
へ
た
り
。
そ
の
月
六
日
突
然
與
謝
野
君

の
電
話
に
接
し
ぬ
。
森
先
生
全
集
刊
行
の
機
漸
く
到
來
せ
り
。
即
刻
御
足
勞

あ
り
た
し
と
い
ふ
。
赴
き
見
る
に
平
野
萬
里
小
嶋
政
二
郎
の
兩
氏
既
に
來
た

ま
へ
り
。
與
謝
野
君
の
曰
く
先
生
の
著
書
に
し
て
一
た
び
刊
行
せ
ら
れ
し
も

の
は
、
大
略
先
生
の
生
前
手
づ
か
ら
類
を
分
ち
て
整
理
し
た
ま
へ
る
も
の
、

千
朶
山
房
に
藏
せ
ら
れ
た
り
。
過
日
森
家
よ
り
右
の
藏
本
を
基
と
し
て
全
集

編
纂
に
從
事
す
べ
き
旨
交
渉
あ
り
た
り
。
又
遊
學
中
な
る
御
令
息
に
も
、
既

に
電
報
に
て
御
意
見
を
問
ひ
畢
り
た
り
と
。
而
し
て
全
集
の
編
纂
に
參
與
す

べ
き
人
員
も
そ
の
折
大
略
定
ま
り
て
あ
り
き
。
い
づ
れ
も
森
家
及
び
そ
の
近

親
の
方
々
の
意
向
に
基
き
し
も
の
な
り
と
い
ふ
。
我
は
わ
が
名
の
其
中
よ
り
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漏
れ
ざ
り
し
を
見
て
感
激
の
情
押
へ
が
た
き
も
の
あ
り
き
。
唯
こ
ゝ
に
一
瑣

事
の
少
し
く
わ
が
心
に
問
う
て
平
な
る
こ
と
能
ざ
り
し
は
、
全
集
刊
行
書
肆

の
中
に
新
潮
社
の
名
の
加
へ
ら
れ
た
る
事
な
り
。
是
に
つ
き
て
は
包
ま
ず
與

謝
野
君
に
向
つ
て
わ
が
思
ふ
と
こ
ろ
を
告
げ
た
れ
ば
こ
ゝ
に
は
記
さ
ず
。

　
十
一
月
二
日
重
て
與
謝
野
君
よ
り
電
話
あ
り
。
同
夜
富
士
見
町
五
丁
目
な

る
明
星
發
行
所
に
赴
く
に
、
宮
内
省
圖
書
寮
編
修
官
吉
田
増
藏
、
慶
應
義
塾

教
授
小
嶋
政
二
郎
、
明
星
社
同
人
平
野
萬
里
の
三
氏
、
及
び
國
民
圖
書
會
社

取
締
役
中
塚
榮
次
郎
座
に
在
り
、
森
先
生
の
著
述
に
し
て
一
た
び
刊
行
せ
ら

れ
た
る
も
の
、
既
に
明
星
發
行
所
の
床
の
間
に
山
を
な
し
た
る
を
見
ぬ
。
吾

等
一
同
は
ま
づ
此
大
部
の
著
述
の
果
し
て
能
く
豫
定
の
卷
册
に
收
載
す
る
事

を
得
べ
き
や
否
や
を
議
し
、
次
に
全
集
刊
行
主
意
書
の
草
案
に
つ
き
て
、
其
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の
文
體
は
口
語
に
す
べ
き
や
、
文
章
に
す
べ
き
や
、
全
集
の
體
裁
よ
り
し
て

文
章
體
然
る
べ
し
な
ぞ
語
合
ひ
た
る
後
、
草
案
は
漢
文
に
巧
み
な
る
吉
田
編

修
官
を
煩
す
こ
と
に
決
し
た
り
。
全
集
に
名
く
る
に
先
生
が
壯
時
の
雅
號
鴎

外
を
以
て
す
る
事
に
決
し
た
る
も
こ
の
夜
の
こ
と
な
り
。
鴎
外
漁
史
の
名
は

水
沫
集
の
著
あ
り
て
以
來
人
口
に
膾
炙
す
と
雖
、
晩
年
先
生
の
著
書
に
は
卻

て
是
を
見
ず
。
さ
れ
ば
今
之
を
取
つ
て
全
集
に
名
く
る
は
、
或
は
先
生
を
し

て
地
下
に
眉
を
顰
め
し
む
る
も
の
な
る
や
知
る
べ
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
全
集

表
裝
の
題
字
を
擔
當
せ
ら
れ
た
る
中
村
不
折
翁
の
、
既
に
鴎
外
全
集
と
書
せ

ら
れ
し
も
の
、
與
謝
野
君
の
机
上
に
在
り
。
同
君
の
談
話
に
よ
れ
ば
、
此
の

た
び
の
題
書
に
つ
き
て
は
不
折
翁
の
苦
心
尋
常
な
ら
ず
、
今
遽
に
改
題
し
て

再
び
翁
を
煩
す
に
忍
び
ず
と
。
又
傍
よ
り
圖
書
會
社
の
中
塚
氏
、
書
名
は
人
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口
に
膾
炙
せ
し
も
の
に
如
く
は
な
し
と
。
か
く
て
鴎
外
の
二
字
を
全
集
に
冠

ら
し
む
る
こ
と
ゝ
は
な
れ
る
な
り
。
卓
上
の
珈
琲
は
與
謝
野
夫
人
の
玉
手
に

酌
み
か
へ
ら
る
ゝ
事
兩
三
囘
。
夜
も
い
つ
か
初
更
を
過
ぎ
た
り
。
吉
田
編
修

官
は
家
遠
し
と
て
先
に
暇
を
告
げ
ら
れ
し
が
、
吾
等
は
居
殘
り
て
外
濠
を
過

る
電
車
の
響
の
木
枯
に
交
り
て
鋭
く
耳
立
つ
頃
ま
で
、
何
か
と
打
か
た
ら
ひ

た
り
。

　
一
週
日
を
經
て
吉
田
君
起
草
の
刊
行
主
意
書
の
印
刷
成
り
た
れ
ば
、
與
謝

野
君
は
い
ざ
此
の
擧
を
汎
く
世
の
讀
書
家
に
告
ぐ
べ
し
と
て
、
ま
づ
東
京
横

濱
兩
市
の
新
聞
社
中
特
に
文
事
の
報
道
を
擔
當
す
る
記
者
を
築
地
精
養
軒
に

招
飮
す
。
此
夜
編
輯
部
員
の
出
席
す
る
も
の
、
賀
古
入
澤
の
兩
先
生
を
初
め
、

小
山
内
薫
、
平
野
萬
里
、
小
嶋
政
二
郎
、
吉
田
増
藏
、
鈴
木
春
浦
、
與
謝
野
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寛
、
及
國
民
圖
書
會
社
の
中
塚
榮
次
郎
、
書
肆
春
陽
堂
主
人
和
田
利
彦
と
余

と
を
加
へ
て
十
一
人
な
り
。

　
十
一
月
十
五
日
に
至
り
編
輯
委
員
は
重
て
京
橋
鴻
の
巣
に
集
り
て
、
全
集

十
八
卷
の
中
各
部
門
の
編
纂
及
び
印
刷
校
正
の
任
に
當
る
べ
き
人
員
を
選
定

し
た
り
。
全
集
は
科
學
文
藝
醫
學
衞
生
等
其
項
目
甚
浩
瀚
な
り
。
さ
れ
ば
一

科
專
攻
の
士
の
獨
能
く
之
を
擔
當
し
得
べ
き
も
の
な
ら
ず
。
之
に
由
つ
て
觀

る
も
、
先
生
の
學
術
才
藝
一
人
に
し
て
十
人
を
兼
ね
た
る
を
知
る
べ
し
。
全

集
印
刷
の
校
正
に
つ
き
て
漢
字
國
語
の
疑
義
あ
る
も
の
は
、
吉
田
増
藏
、
山

田
孝
雄
の
兩
家
に
問
う
て
之
を
訂
し
、
史
傳
考
證
に
關
す
る
も
の
ゝ
質
疑
は

濱
野
知
三
郎
君
之
を
判
定
す
べ
く
、
醫
事
衞
生
に
關
す
る
も
の
は
入
澤
賀
古

小
金
井
の
三
先
生
に
つ
い
て
其
監
修
を
請
ひ
、
拉
甸
及
び
歐
洲
各
國
語
の
校
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正
は
平
野
小
山
内
兩
君
專
ら
之
を
擔
當
し
、
又
現
代
の
口
語
體
を
取
り
た
る

小
説
戲
曲
等
の
創
作
に
つ
き
て
は
、
小
嶋
政
二
郎
君
校
正
の
任
に
當
る
こ
と
ゝ

な
せ
り
。
猶
先
生
の
令
弟
森
潤
三
郎
君
は
先
生
の
舊
記
雜
筆
人
文
の
編
纂
を

擔
當
せ
ら
る
べ
し
。
各
部
門
に
渉
り
て
以
上
諸
家
の
勞
を
助
け
補
ふ
者
に
與

謝
野
鈴
木
の
二
氏
あ
り
、
余
亦
そ
の
驥
尾
に
附
す
。

　
全
集
の
印
刷
校
正
は
吾
等
編
纂
者
一
同
の
最
難
事
と
な
す
所
な
り
。
全
集

十
餘
卷
紙
數
幾
千
枚
を
通
じ
て
魯
魚
の
誤
を
絶
無
な
ら
し
め
ん
事
を
期
す
る

や
豫
め
先
生
一
家
の
用
語
を
心
得
置
か
ざ
る
可
か
ら
ず
。
古
來
一
世
の
文
豪

の
文
章
を
見
る
に
、
必
一
家
獨
特
の
句
法
文
體
あ
り
。
又
特
に
個
人
の
嫌
忌

す
る
文
字
の
あ
る
あ
り
。
森
先
生
の
使
用
せ
ら
る
ゝ
漢
字
は
大
抵
説
文
に
基

く
も
の
に
し
て
、
俗
語
體
の
小
説
戲
曲
の
文
中
に
も
古
來
襲
用
の
誤
字
を
訂
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し
、
審
に
之
を
改
め
用
ひ
ら
れ
た
り
。
之
を
以
て
現
代
人
の
用
語
と
先
生
の

措
辭
と
は
往
々
相
同
じ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。
例
へ
ば
構
を
搆
と
な
し
譯
を

訣
と
な
し
窓
に
窗
を
用
ひ
飜
に
翻
を
用
る
の
た
ぐ
ひ
な
り
。
慶
應
義
塾
教
授

小
嶋
政
二
郎
氏
は
多
年
先
生
に
師
事
し
て
親
し
く
質
疑
し
た
る
の
結
果
、
先

生
が
用
語
例
に
通
曉
す
と
い
ふ
。
小
嶋
君
は
こ
の
た
び
全
集
の
印
刷
校
正
に

際
し
、
先
生
が
用
語
の
大
略
を
列
次
し
て
其
便
覽
を
作
り
、
之
を
編
纂
同
人

竝
に
印
刷
所
に
送
り
、
以
て
全
集
校
正
の
完
璧
を
期
す
べ
し
と
い
ふ
。
鴎
外

全
集
は
か
く
の
如
く
に
し
て
、
今
や
將
に
大
方
讀
書
家
の
購
讀
豫
約
を
促
す

に
到
れ
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
は
大
正
十
一
年
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十
一
月
廿
一
日
鴎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
全
集
購
讀
者
豫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
募
集
の
際
某
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聞
紙
上
に
掲
載
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
た
め
執
筆
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
も
の
な
り
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
荷
風
全
集
第
十
五
卷
」
岩
波
書
店

　
　
　1963
（
昭
和38

）
年11

月12

日
第1

刷
発
行

　
　
　1972

（
昭
和47

）
年4

月5

日
第2

刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
荷
風
全
集
　
第
十
三
卷
」
中
央
公
論
社

　
　
　1950

（
昭
和25
）
年8
月25

日
発
行

初
出
：
「
時
事
新
報
」

　
　
　1922

（
大
正11

）
年11

月21
日
〜23

日

※
初
出
時
の
表
題
は
「
鴎
外
全
集
刊
行
私
記
」
で
す
。

入
力
：
菜
夏
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校
正
：
き
り
ん
の
手
紙

2019
年6

月28

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（https://w

w
w

.aozora.gr.jp/
）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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